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オンライン環境の充実
その可能性と課題

　令和２年度もあとわずかとなりました。今年度は，世界

を挙げての難局に対応・対抗することに，全精力を傾けざ

るを得ませんでした。今後も予断を許さない状況が続くこ

とも視野に入れながら，「何ができるか」を考えていく必要

があるでしょう。

　そのような中，オンライン環境が急速に整い，ネット会

議システムも様々な活用法が工夫され始めて，私もその可

能性を改めて感じているところです。

　例えば，「○○について考えてみよう」などという問題提

起をオンライン上で行うとします。すると，子どもたちは

各家庭で，自分のペースで取り組むことができます。家庭

で話題にすることもできたでしょう。実際，後で提出され

たノートを見ると，質も量もこれまで以上に充実している

ものがたくさんありました。

　一方で感じたのは，「二極化」です。やる気のある子たち

はどんどん進んでいく中で，それについていけない子たち

も出てくるということ。これはやる気だけの問題ではなく，

環境格差のような問題もあると思います。コロナが収束し

た後でも，オンラインを活用した教育は今後も継続・発展

していくことでしょう。これを機に，「何をすべきか」を一

人ひとりがしっかり考え，実践していく必要があるでしょう。

　「コロナ禍」により，2020年度は「メディア授業」を余

儀なくされました。私の大学でも「オンデマンド型」（一

方方向型）の授業から始まり，現在は「対面」「オンライ

ン型」（双方向型）の授業もしています。教師には抵抗感

があっても，オンラインゲームやSNSに親しんでいる

子どもたちにとっては抵抗感が少ないかもしれません。

今後，「GIGAスクール構想」でパソコンがより身近にな

るでしょう。はじめは大嫌いだった「メディア授業」で

したが，それぞれ「よさ」があることがわかりました。「オ

ンデマンド型」では，視聴者は自分のペースで学ぶこと

ができます。授業者は視聴者がちゃんと理解し，深く考

えることができるように準備しなければなりません。対

面でのやりとりでごまかしていた自分の授業の課題に

気づかされました。「オンライン型」では，共有画面に

教材を提示し，受講者の反応を確かめながら進めること

ができるだけでなく，「グループ活動」をすることもで

きます。「オンライン授業」をツールとして捉えると授

業に幅がでます。「新たな道徳授業づくり」につながり

ます。
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